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多
年
に
わ
た
り
、
町
議
会
議
員

と
し
て
町
政
の
発
展
に
尽
力
し
、

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献

岩
地

　
　
　
　
　

（
元
町
議
会
議
員
）

さ
ん

�
�

�
�
�

� ���������������������������������������������������������������������������������������

　

景
気
回
復
が
頭
打
ち
の
状
況
に

加
え
、
ガ
ソ
リ
ン
に
代
表
さ
れ
る

諸
物
価
の
値
上
げ
が
行
楽
の
足
に

も
影
響
し
、
各
施
設
と
も
厳
し
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
つ
ざ
き
荘
に
お
い
て
は
、
昨

年
の
オ
ー
プ
ン
効
果
が
無
く
な
っ

た
分
宿
泊
客
は
減
少
し
、
宿
泊
人

員
稼
働
率
は　

％（
昨
年
度　

％
）

５９

６１

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
入
浴

や
会
食
な
ど
の
利
用
が
増
加
し
、

総
利
用
人
員
で
は
前
年
度
並
と
い

う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
施
設
で
も
、
近
年
続

く
減
少
傾
向
か
ら
脱
却
で
き
ず
、

ほ
ぼ
前
年
度
並
で
あ
っ
た
花
の
三

聖
苑
を
除
き
、
５
〜　

％
下
回
る

１５

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
こ
の
状
況
を
挽
回
す

る
た
め
、
情
報
分
析
と
減
少
原
因

を
検
証
し
、
企
画
立
案
や
宣
伝
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
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（
元
消
防
団
指
導
本
部
長
）

　

多
年
に
わ
た
り
、
消
防
団
指
導

本
部
長
等
と
し
て
防
災
体
制
の
確

立
、
町
民
の
安
全
確
保
に
貢
献

�

��

�

伊
豆
の
国
市

さ
ん

　

多
年
に
わ
た
り
、
公
務
連
絡
員

と
し
て
町
政
の
推
進
に
協
力
し
、

町
内
自
治
の
振
興
に
貢
献

雲
見

�

�

�

�

　
　
　
　
　

（
元
雲
見
区
長
）

さ
ん

�
�
�
�

　

多
年
に
わ
た
り
、
岩
科
地
区
の

県
道
沿
い
の
土
地
に
花
畑
を
造
成

し
、
地
域
の
環
境
美
化
に
貢
献 さ

ん

中
村

模
範
行
為

��

�

�

�
�
�
�

　

多
年
に
わ
た
り
、
町
議
会
議
員

と
し
て
町
政
の
発
展
に
尽
力
し
、

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献

　

多
年
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し

て
犯
罪
の
予
防
、
罪
を
犯
し
た
者

の
自
立
更
生
等
に
貢
献

那
賀

�
�
�
�
�

　
　
　
　
　

（
保
護
司
）

さ
ん

松
尾

　
　
　
　
　

（
元
町
議
会
議
員
）

さ
ん

�

��

�
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所
得
税
法
や
地
方
税
法
で
は
所

得
申
告
を
す
る
本
人
ま
た
は
扶
養

親
族
の
方
が
障
害
者
に
該
当
す
る

場
合
に
は
、「
障
害
者
控
除
」
と

し
て
一
定
の
金
額
を
所
得
金
額
か

ら
控
除
で
き
る
こ
と
が
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な

る
方
は
、
一
般
的
に
は
身
体
障
害

者
手
帳
や
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で

す
が
、
手
帳
を
持
っ
て
い
な
く
て

も
、
介
護
保
険
制
度
に
基
づ
く
要

介
護
認
定
（
要
介
護
１
〜
５
）
を

受
け
て
い
る
六
十
五
歳
以
上
の
方

も
、
健
康
福
祉
課
へ
「
障
害
者
控

除
適
用
申
請
書
」
を
提
出
し
、「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
の
交

付
を
受
け
る
と
税
法
上
の
「
障
害

者
控
除
」
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
担
当
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

��������	

　

十
一
月
六
日
（
火
）
に
開
幕
し

た
生
涯
学
習
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
秋
季

大
会
は
、十
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
九
日
（
月
）
の
決
勝

戦
は
、
船
田
チ
ー
ム
と
雲
見
チ
ー

ム
の
対
戦
と
な
り
、
十
七
対
七
で

船
田
チ
ー
ム
が
見
事
勝
利
を
収
め

ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。
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ただし、一つの損害保険契約が、地震保険と長期損害保険の双方に該当する場合は、１契約単位ごと選択に

よりいずれか一方の控除しか適用されません。

�����������������������

��������	
�����

住　　民　　税所　　得　　税保�険�の�種�類
短　期　損　害　保　険　料　控　除　は　廃　止Ａ．�������

 支払額に応じた一定の金額を控除 

 
 〔限度額〕　　　１０，０００円 

 支払額に応じた一定の金額を控除 
（支払額が１０，０００円以上の場合は 
 １０，０００円超×１／２＋５，０００円）
 〔限度額〕　　　１５，０００円 

Ｂ．�������
 （保険期間１０年以上で満期返戻有） 
経過措置として平成１８年１２月３１日までに
契約締結したもの

 支払額の２分の１の金額を控除 
 〔限度額〕　　　２５，０００円 

 支払額の全額控除 
 〔限度額〕　　　５０，０００円 

Ｃ．�����

 〔限度額〕　　　２５，０００円  〔限度額〕　　　５０，０００円  Ｂ（長期）＋　Ｃ（地震）　合計 

��������	

　住宅ローン控除額の適用がある方で（平成１１年から平成１８年までに入居した方に限る）平成１９年分の

所得税から控除しきれない額が発生した場合、住民税の住宅ローン控除を受けるためには、（平成２０年２

月中旬から平成２０年３月１７日までに）申告が必要になります。

��������	
������������

　税源移譲により、所得税が減額となり、住宅ローン控除が所得税より引ききれなくなる場合があります。

平成１８年末までに入居し、所得税の住宅ローン控除を受けている方で、所得税から控除しきれなかった額が

ある場合は、翌年度の住民税（所得割）から控除できます。

��������	
������
����������

��������	
�����������������

　６５歳以上の方（昭和１５年１月２日以前に生まれた方）で、前年の合計所得金額が、１２５万円以下の方の老

年者非課税廃止に伴い、経過措置として段階的な減額措置を講じてきましたが、２０年度から廃止され全額課

税となります。

　　地震災害に対する国民の自助努力による個人資産の保全を促進し、地域災害時における将来的な国民負担

の軽減を図るため、これまでの損害保険料控除が改組され、新たに地震保険料控除が創設されました。
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こ
の
た
め
、
新
た
な
料
金
を
設

定
し
、
来
年
度
か
ら
適
用
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
公
営
企
業
委
員
会

に
諮
問
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
諮
問
内
容
は
、
現
行
の

基
本
料
金
九
百
四
十
円
を
千
百
五

十
九
円
に
、
超
過
料
金
を
使
用
水

量
別
に
段
階
ご
と
一
立
方
メ
ー
ト

ル
あ
た
り
二
十
五
円
か
ら
四
十
三

円
ま
で
値
上
げ
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
使
用
者
の
公
平
な
負
担
を

図
る
上
で
、
料
金
を
支
払
わ
な
い

者
に
つ
い
て
は
、
今
後
水
道
法
お

よ
び
水
道
給
水
条
例
に
基
づ
き
給

水
停
止
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
は
独
立
採
算
制

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
安
心
で
安
全
な
水
の
安
定
供
給

を
図
り
、
健
全
な
水
道
事
業
運
営

を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

�
�
�
�
�

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

　

水
道
事
業
会
計
で
は
、
平
成
十

二
年
四
月
に
料
金
を
改
定
以
来
、

経
費
削
減
等
現
在
の
料
金
を
維
持

す
る
た
め
企
業
努
力
し
て
き
ま
し

た
が
、
観
光
宿
泊
客
数
の
減
少
や

給
水
人
口
の
減
少
な
ど
に
よ
り
平

成
八
年
よ
り
使
用
量
が
年
々
減
少

し
、
そ
れ
に
伴
い
水
道
料
金
収
入

も
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
東
海

地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
対
し
、

老
朽
化
し
た
施
設
の
改
築
や
水
道

管
の
耐
震
化
な
ど
の
整
備
が
必
要

と
さ
れ
て
お
り
、
既
に
岩
科
地
区

の
一
部
や
松
崎
、
中
川
地
区
に
お

い
て
、
水
道
本
管
の
耐
震
化
事
業

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
収
入
の
減
少
と
こ
れ
ま

で
の
工
事
の
支
払
い
に
伴
う
借
入

金
の
元
利
償
還
や
減
価
償
却
費
の

増
加
に
伴
い
利
益
が
減
少
し
て
い

る
た
め
、
水
道
事
業
会
計
の
経
営

の
健
全
化
を
図
っ
て
い
く
た
め
に

も
料
金
改
定
を
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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今
年
も
松
崎
町
菊
愛
好
会
の

皆
様
に
よ
る
菊
花
展
が
開
催
さ

れ
た
。

　

愛
好
会
の
皆
様
の
傑
作
が
出

品
さ
れ
て
豪
華
で
き
れ
い
な
菊

花
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。
出

品
作
は
、
大
輪
菊
、
厚
物
、
厚

走
、
三
本
仕
立
、
福
助
作
り
、

だ
る
ま
作
り
ｅ
ｔ
ｃ
…　

会
場

に
美
し
く
飾
ら
れ
た
。
ど
れ
も

こ
れ
も
同
じ
よ
う
に
見
え
る
が

よ
く
見
る
と
、お
の
お
の
違
っ

た
味
わ
い
が
あ
っ
て
成
長
期

の
手
厚
い
管
理
が
う
か
が
え

る
。

　

し
か
し
、
今
年
は
出
品
作

が
若
干
少
な
か
っ
た
。
愛
好

会
の
代
表
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

会
員
の
老
齢
化
が
減
少
の
主

因
の
よ
う
で
あ
る
。
が
、
か

く
れ
た
愛
好
家
も
大
勢
い
る

の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

菊
花
展
が
開
催
で
き
な
く

な
っ
て
は
、
い
か
に
も
さ
み

し
い
。
県
の
研
究
所
に
相
談

し
て
説
明
会
を
開
き
、
菊
花
展

の
再
盛
を
計
り
た
い
。

　

現
在
、
環
境
セ
ン
タ
ー
の
ロ

ビ
ー
で
開
催
し
て
い
る
が
、
長

八
美
術
館
や
三
聖
苑
、
重
文
岩

科
学
校
で
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
大
い
に
賑
わ
う
で
あ

ろ
う
。
郡
内
で
は
、
大
々
的
な

も
の
は
な
い
の
で
、
観
光
面
に

も
大
い
に
資
す
る
と
思
っ
た
次

第
で
す
。
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十
月
三
十
一
日（
水
）か
ら
十
一

月
四
日（
日
）ま
で
第
二
十
六
回
松

崎
町
菊
花
展
が
環
境
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

�
�
�　

鈴
木
徳
夫
さ
ん（
伏
倉
）　

　

�
�
�　

関
恭
一
郎
さ
ん（
江
奈
一
）

　

�
�
�
�　

渡
辺　

眞
さ
ん（
金
沢
）　

　

�
�
�
�
�　

鈴
木
八
郎
さ
ん（
宮
内
）　

　
�
�
�
�
�
�　

深
沢
尚
幸
さ
ん（
江
奈
二
）

　
�
�
�
�
�
�　

石
川
藤
哉
さ
ん（
江
奈
一
）
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十
一
月
十
日
（
土
）
か
ら
十
二

日
（
月
）
ま
で
松
崎
町
文
化
協
会

主
催
に
よ
る
第
二
十
七
回
芸
術
祭

が
環
境
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、漆
喰
鏝
絵
や
絵
画
、

華
道
な
ど
十
一
部
門
、
三
百
十
一

点
の
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
、
松
崎
高
校
の

生
徒
が
つ
ま
よ
う
じ
約
十
六
万
本

を
刺
し
て
描
い
た
巨
大
な
作
品
も

特
別
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
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十
一
月
十
七
日
（
土
）、
松
崎

警
察
署
管
内
の
「
暴
力
追
放
・
交

通
安
全
住
民
大
会
」
が
環
境
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
松
崎
町
、
西
伊
豆
町

の
行
政
関
係
者
や
各
種
団
体
役
員

な
ど
約
二
百
人
が
出
席
し
、
松
崎

高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
小
・
中

学
生
に
よ
る
意
見
発
表
が
行
わ
れ
、

最
後
に
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
を
誓
う
大
会
宣
言
が
読
み
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
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※この欄に掲載を希望されない場合は、お申し出ください。
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（平成１９年１０月３１日現在）
　　　　　（　）内は前月比

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

十
一
月
十
日
、
十
一
日
と
姉
妹

都
市
の
松
崎
町
の
訪
問
団
三
十
一

名
様
が
安
曇
地
区
に
訪
れ
ま
し
た
。

松
本
城
と
旧
開
智
学
校
を
見
学
し

て
夕
方
上
高
地
へ
入
り
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
穂
高
連
峰

は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
雲
の

下
か
ら
は
新
雪
が
覗
い
て
い
ま
し

た
。

　

霧
の
中
に
そ
び
え
る
六
百
山
は

ま
さ
に
上
高
地
の
シ
ン
ボ
ル
だ
と

思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
帰
ら
れ
た
次
の
日
は

上
高
地
は
大
荒
れ
で
二
十
セ
ン
チ

の
積
雪
が
あ
り
ま
し
た
。

　

上
高
地
を
後
に
し
て
奈
川
地
区
・

梓
川
地
区
で
リ
ン
ゴ
狩
り
を
し
て

帰
路
に
つ
か
れ
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
上
高
地
・
白
骨
・
乗

鞍
の
い
い
コ
ー
ス
を
計
画
し
ま
す

の
で
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
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人身事故　２１件　（　－１１）

物損事故　９５件　（　－２）

死　　者　０人　（　±０）

傷　　者　２６人　（　－１９）
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（平成１９年１０月３１日現在）

　　（　）内は前年対比

����������
����������������

��������	�����

　

昨
年
度
も
猛
威
を
振
る
っ
た
ノ
ロ
ウ
ィ
ル

ス
の
流
行
時
期
が
き
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
や

治
療
薬
が
な
い
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

北
ア
ル
プ
ス
と
上
高
地
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
の
終
わ
り
を
告
げ
る
上

高
地
閉
山
祭
が
十
五
日
、
松
本
市

安
曇
上
高
地
の
河
童
橋
近
く
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
の
恵
み
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
来
春
の
無
事
な
開
山
を
願
い

ま
し
た
。

　

木
立
の
間
に
雪
が
残
る
上
高
地

は
、
風
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が

地
元
の
観
光
関
係
者
や
観
光
客
ら

約
二
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

河
童
橋
の
上
で
鏡
開
き
が
行
わ

れ
、
梓
川
に
お
神
酒
を
流
し
て
お

清
め
を
し
ま
し
た
。

　

上
高
地
は
、
来
年
の
四
月
二
十

七
日
ま
で
冬
の
眠
り
に
入
り
ま
す
。

来
年
も
、
大
き
な
災
害
の
な
い
こ

と
を
祈
り
ま
す
。

　

上
高
地
の
当
日
の
気
温
は
二
度

で
し
た
。

保護者性別名　前地　区

井 出 正 吉男 聖 　 人 
キヨ ト

船　田

渡 邉 浩 明男 璃 　 久 
リ ク

中　村

齋 藤 孝 規男 桜 　 汰 
ヨウ タ

櫻　田

石 田 光 昭男 智 　 耀 
トシ アキ

中　村

鈴 木 茂 孝女 和 　 奏 
ワ カナ

山　口

田 中 英 光男 奏 　 多 
カナ タ

宮　内
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特
に
、
糞
便
・
吐
物
な
ど
の
汚
染
物
の
適

切
な
処
理
は
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
重
要

で
す
。
処
理
に
は
マ
ス
ク
、
手
袋
、
エ
プ
ロ

ン
を
着
用
し
、
汚
染
物
を
散
ら
さ
な
い
よ
う

塩
素
系
の
薬
剤
を
浸
し
た
も
の
で
覆
い
、
十

分
程
度
放
置
し
て
か
ら
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
で
ふ

き
取
り
ま
す
。
そ
し
て
処
理
に
使
用
し
た
も

の
は
す
べ
て
ビ
ニ
ー
ル
袋
へ
入
れ
て
口
を
締

め
処
分
し
ま
す
。
最
後
に
手
洗
い
・
う
が
い

を
必
ず
し
ま
し
ょ
う
。
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届出人年齢氏　名地　区

義　和９８石田ま　子江奈２

５５山 本 　 和明　伏

山田哲也９７浅 石 た け道　部

倫之助７５尾 中 敏 夫雲　見

齋藤雄二７８齋 　 　 雄峰　輪

三　夫７４神 鳥 留 尾江奈１

義　則８０栗 田 　 博金　沢

眞８７田 口 � 美八木山

良　行５６長 　 良 市岩　地

　　美８４山 本 公 英明　伏
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